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Ⅰ．はじめに
　近年、スマホ依存症の低年齢化が指摘されており、インターネット利用は抑うつ
症状、不眠症状、自殺念慮などの精神疾患の要因として指摘1）－4）され、またWHOが
「ゲーム障害」を精神疾患として認定するなど社会的課題となっている。2020年の総
務省の調査5）では、インターネット利用は年々増加傾向にあり平成30年の79.8％から
令和元年に89.9％と10ポイント近く増加している。また、インターネット利用の機器
としてスマートフォン利用は13-19歳で76.7％、20-29歳で87.9％と若年層において多
く、パソコン利用では前者が42.3％、後者は66.0％と報告されている。
　大学生を対象にアメリカの公立大学で実施された研究において、スマートフォン利
用の増加が学業成績の低下を示唆することが報告されている6）。大学生は親元を離れ
一人暮らしを始めるなど、抑制が少ない環境での生活が始まりインターネット利用が
増加すると考えられ、大学生のインターネット利用によるリスク対策を検討すること
は重要である。諸外国では大学生を対象に大規模な学生調査を実施して教育環境等の
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実態を把握しているが、日本では実施されていない。このような状況を鑑みて文部科
学省は「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」において、大学生を
対象にはじめて全国規模の調査の実施を発表7）し、インターネット利用に関する項目
をその一つに設定している。その結果、1週間のインターネット利用（学習のための
使用している時間は除く）に「31時間以上」と回答している学生が15％～20％（大学
の区分によって異なる）いる8）。
　2019年、新型コロナウイルス（以下、COVID-19）のパンデミックが発生し、教育
機関は授業をオンライン化するなどインターネットの利用を余儀なくされた。さら
に、インターネットを利用した授業だけでなく、大学生の対面交流は制限されそれに
よりインターネット利用は増加したと考えられる。先行研究において、COVID-19の
パンデミング下における大学生のインターネット利用が増加しているこが報告されて
いる9）。日本では、楠本らが大学生を対象にCOVID-19パンデミック時の特性不安と
状態不安を考慮した大学生の職業機能障害とメンタルヘルスの違いを検討している10）

が、COVID-19流行下における大学生の知見は限定的である。そこで、本研究では
COVID-19流行下における都市部の理工医療系専攻大学生のインターネット利用の特
徴を明らかにし、考察することを目的した。

Ⅱ．方法
１．対象者
　本研究の対象者は、大学の共通教育科目を履修した理工医療系専攻の大学生358名
（男性222名、女性133名、回答したくない3名）である。対象者の年齢は17歳～29歳で
あり、平均年齢は18.5歳（中央値18.0±1.37）であった。本共通教育科目は、基本的
に1年次の学生が履修する講義科目であり、高等教育の授業を初めて履修する学生が
多い。
２．方法
　本研究は、授業内で事前に同意を得て、Google Formsを利用して実施した。対象
者には、講義内で研究計画書、研究協力に関する書類を配布し、研究目的について
説明を行っている。また、学生には保護者に本研究に関する説明を行うことを依頼
し、同意を得た上で調査実施大学倫理委員会の承認を得て実施している（承認番号：
E21HS-005）。分析は、SPSS Ver.26.0を使用して各設問を単純集計し項目間での比較
を行った。
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３．調査内容
　本研究の調査内容は、全国規模で継続的に実施されている「中高生の喫煙及び飲酒
行動に関する全国調査」11）を参考に医療保健系・疫学系専門家5名で作成している。
本調査で参考した調査項目は3つである。一つ目の設問は「この30日間で、あなたが
インターネットを利用した時に使用した機器はなんですか？あてはまるものをすべて
選んでください。」、選択肢は、「パソコン」、「携帯ゲーム機」、「携帯電話機」、「タブ
レット型パソコン」、「スマートフォン」、「その他（自由記述）」である。2つ目の設問
は「この30日間で、あなたが利用したインターネットのサービスは何ですか？あては
まるものをすべて選んでください。」、選択肢は、「情報やニュースなどの検索（Google、
Yahoo!など）」、「メール」、「LINE・チャット・Skype・メッセンジャー」、「ブログ・
掲示板（2ちゃんねるなど）」、「SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）（Twitter・
Facebook・Instagram・mixiなど）」、「オンラインゲーム」、「動画サイト（YouTube、
ニコニコ動画）」、「その他（自由記述）」である。3つ目の設問は「この30日間に、あ
なたは学校の休みの日（部活だけの日も含む）に1日平均どのくらいの時間、インター
ネット（パソコン、携帯、スマートフォンを通して使うインターネットサービスでゲー
ムやメールなども含む）をしましたか？」、選択肢は「まったくしなかった」、「1時間
未満」、「1～2時間未満」、「2～3時間未満」、「3～5時間未満」、「5時間以上」として1つ
だけ選択できるようにしている。

Ⅲ．結果と考察
１．結果
　本研究対象者の年齢は、89.4％（18歳81.0％、19歳8.4％）が20歳以下であり、男女
比は男性が222名（62.0％）、女性が133名（37.2％）であり、「回答したくない」が3名
（0.6％）いた。
　インターネット利用時に使用する機器を図1に示した。対象者がインターネット利
用時に使用する機器は、「パソコン」が304名（84.9％）、「携帯ゲーム機」108名（30.2％）、
「携帯電話機」44名（12.3％）、「タブレット型パソコン」（図1では「タブレット」と表示）
30名（8.4％）、「スマートフォン」332名（92.7％）である。最も多く使用されている
機器は、92.7％の「スマートフォン」であり、使用率が12.3％と最小の「携帯電話機」
との差は80.4であった。2番目に使用されていた機器は「パソコン」で84.9％である。
　インターネット利用時に使用するサービスを図2に示す。対象者が利用していた
サービスは、「情報やニュースなどの検索（Google、Yahoo ! など）」が276名（77.1％）、
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「メール」が199名（55.6％）、「LINE・チャット・Skype・メッセンジャー」が331名
（92.5％）、「ブログ・掲示板（2ちゃんねるなど）」が45名（12.6％）、「SNS（ソーシャルネッ
トワーキングサービス）（Twitter・Facebook・Instagram・mixiなど）」が306名（85.5％）、
「オンラインゲーム」が205名（57.3％）、「動画サイト（YouTube、ニコニコ動画）」
が325名（90.8％）であった。最も使用されていたサービスは92.5％の「LINE・チャッ
ト・Skype・メッセンジャー」であり、最小で使用されていたサービスは12.6％の「ブ
ログ・掲示板（2ちゃんねるなど）」であり、その差は79.9ポイントである。
　対象者が大学の休日にインターネットを利用する時間は、「まったくしなかった」
が2名（0.6％）、「1時間未満」が3名（0.8％）、「1～2時間未満」が83名（23.2％）、
「2～3時間未満」が1名（0.3％）、「3～5時間未満」が101名（28.2％）、「5時間以上」が
168名（46.9％）であり図3にまとめたものを示す。大学生が大学の休日にインターネッ
トを利用した時間が最も多かったのが「5時間以上」の46.9％とほぼ半数であった。

図１．インターネットを利用する時に使用する機器
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図２．インターネット利用時に使用するサービス

図３．大学の休日にインターネットを利用した時間
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２．考察
　COVID-9のパンデミック下において、大学生がインターネットを利用する際に9割
以上が「スマートフォン」を使用しており、若年層におけるスマートフォン利用状況
は、13-19歳で76.7％、20-29歳で87.9％と先行研究5）同様に高い水準であった。次に
多かった84.9％の「パソコン」はインターネット同様に使用率が高い機器であったが、
総務省の報告とは異なり多い傾向を示した。「タブレット型パソコン」においては8.4％
と低かった。「パソコン」使用の増加は、大学生がCOVID-19のパンデミック下でオ
ンライン授業を強いられことが影響していると考えられる。緊急事態宣言下での授業
はオンデマンド動画が配信される授業やオンライン化の画面越し授業などが実施され
ていたために、多くの大学生がパソコンを使用したと考えられる。授業動画やオンラ
イン授業への参加にはスマートフォンの画面を用いる学生も多くいるが、スマート
フォンは画面が小さいこと、課題対応などとのマルチタスクには向かないことが考え
られパソコンの利用が多かったと推測される。また、「タブレット型パソコン」の利
用が低かったことは、課題作成などキーボード操作を必要とする作業が多くパソコン
利用が優先されたこと、スマートフォンと機能が類似していることから使用が限定的
であったと考えられる。学生の多くは、スマートフォンを利用しながら、授業対応を
考慮してパソコンを併用していたと推測できる。
　大学生が最も利用しているインターネットサービスは92.5％の「LINE・チャット・
Skype・メッセンジャー」であった。COVID-19によって対面交流が制限される環境
において、大学生が「LINE・チャット・Skype・メッセンジャー」などのコミュニケー
ション・ツールを利用していたことは容易に推測できる。次に多かった「動画サイト
（YouTube、ニコニコ動画）」の90.8％については、大学の授業がオンデマンド化され
た動画授業であったことが影響していると考えられる。また、対面交流が抑制され会
話が制限された生活において、動画サイトを利用する頻度は増加したことも影響して
いる推測される。近年、「ゲーム障害」などオンラインゲーム等による社会課題を考
慮すると57.3％と約6割が「オンラインゲーム」を利用していたことは懸念すべき点
である。利用時間や環境、オンラインゲームに対する考えや態度など多様な側面から
検討する必要はあるが、オンラインゲームの利用者が半数を超えている大学生の現状
を認識し、問題行動とならないように予防的対策を検討することは重要であると考え
る。
　本研究の結果から、46.9％の大学生が大学の休日時にインターネットを「5時間以
上」利用していることが明らかとなった。COVID-19が発生する以前に行われた調査
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ではあるが、日本の大学生を対象とした全国学生調査から、授業期間中の平均的な
1週間（7日間）の生活時間におけるスマートフォンの利用は最も多くて「1-5時間」
の28％、次に「6-10時間」の23％であり利用時間が増えるごとに利用割合の減少傾向
が報告8）されている。この報告は1週間における利用時間であり単純に比較すること
は望ましくないが、仮に1日の使用を2時間以内（10時間を7日で除して一日1.43時間
を一日2時間と仮定）と考え本研究と比較しても大学の休日に「5時間以上」のスマー
トフォン使用はCOVID-19のパンデミック下の授業形態や対面交流やバイトなどの制
限が影響していると考えられる。先行研究でもCOVID-19の制限下においてインター
ネット利用時間の増加が報告されている。このことから日本においてもCOVID-19の
パンデミックが大学生のインターネット利用の増加に影響を与える可能性がある。イ
ンターネット利用と睡眠障害、抑うつ症状との関連性12）13）、大学生の依存的インター
ネット利用による顕著なウェルビーイングの低下14）が報告されており、COVID-19の
パンデミックにより大学生のインターネット利用時間の増加による健康への影響が危
惧される。また、「ゲーム障害」は1週間におけるオンラインゲーム利用の平均時間が
多い学生との関連15）が報告されており、インターネット利用時間が増加している大
学生における学生指導や学生のメンタルヘルスを考える上で、インターネット利用に
対する制約や工夫を検討することが重要である。
　限界点として、本研究はCOVID-19のパンデミック下における横断研究であること、
都市部の理工医療系専攻の大学生であること、対象者の9割近くが18・19歳の1年生で
あること、断片的なインターネット利用の特徴であることなど標準化できない点はあ
る。

Ⅳ．結論
　本研究は、新型コロナウイルスのパンデミックにおける大学生のインターネット利
用の特徴を明らかにして、考察することであった。その結果、COVID-19のパンデミッ
ク下における大学生のインターネット利用時間の増加が示唆された。インターネット
利用時間の増加は「ゲーム障害」など様々な社会課題の一つの起因となることを考慮
するとインターネット利用に対する制約や工夫を検討することが必要であると考え
る。
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